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コムギ赤カピ病の第一弐発生に関する研究*第3報
分生胞子の発芽と戚染に及ぼす環境の影響 .
西門義一・井上成信
赤カピ病菌の分生胞子は乾燥するかまたは古くなると発芽カが著しく低下する(西門 1948). 自
然界では麦躍に飛来附着した胞子が晴天乾燥の献態におかれることはしばしはあるが， その扶態がそ
の分生胞子の発芽力並に感染力lこ及lます彰響を明らかにすることは， 赤カピ病の感染捜構の究明
として重要である. 本病の発生は子のう胞子および分生胞子の室中伝播によって行われるが， こと
では分生胞子について実験した.また分生胞子の発芽後，発育菌糸上にニ失分生胞子を形成する
までの時間，ならびに胞子の発芽カが形成後の経過日数によって低下してくる様子を調べた.以下
実験の結果を報告する.
麦穂上で分生胞子が晴天状態で受りる感染力の変化について
分生胞子の飛散は降雨のときに行われる(石井，小山 1952，西門，井上 1953)が，穏に附
着した分生胞子がそのままで晴天扶鵡におかれたとき，その胞子の感染力がその後発芽侵入に必要
な水湿を得るまでの期間の長短によってEんな影響を受けるかについて，つぎのような実験を行った.
用いた赤カピ病菌の分生胞子はG・38号菌株を馬鈴薯煎汁寒天に培養したもので，その胞子の
懸濁液(胞子密度，検鏡150倍 1硯野30-ー50個〉を鉢植した小麦農林4号の開花直後の穏
に接種した. 表穂は接種室内に同時に入れられるように当日， 1-7日聞をあけて胞子を毎日接
第 l表 麦穂に胞子接置後降雨までの晴天日数と発病との関係
接種後の晴天日数 。 1 2 3 4 5 6 7 8 15 
調査小穂数 2100 1377 2231 2296 2057 2011 2342 2103 742 695 
櫨病小穂数 499 271 484 505 395 481 574 479 170 119 
揺病歩合(%) 23.8 19.7 21.7 22.0 19.2 23.9 24.5 22.8 22.9 17.1 
備考結果は実験3回の合計である.15日間接種目をかえて後同時に240Cの湿室に入れて発病させたもの.
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備考接種は最初同時に符~'，その後各区所定の乾燥〈晴天〉期間を経て， 240Cの湿室に入れて発病さ
せたもの.
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種し，それをガラス室内〈晴天時〉仁置いて所定の期間後に240Cの多湿な接種室内に入れて2
日間保ち，噴霧器てe表掘に散水(1日 3回〉して感染させ，その後ヨシズの下仁置いた. なお分
生胞子を同時に麦槽，に接種した場合についても実験した.その櫨病4、穂歩合を調べた結果は第1
表に示した.
この成槙では分生胞子を支欄に接種して後水湿を与えるまでの晴天期聞が8日以内では発病差
が少なかった.この結果から支穏に附着した胞子が1週間程度の晴天歌態におかれても， その後十
分な水湿を得ることにより，なお発芽感染し得る能力をもったものがあったといえる.すなわち，普通
赤カピ病菌の分生胞子は乾燥によって発芽力が著しく減ずるが，楠上では組織から蒸散する水分に
よって，あるいは頴内などに附着して乾燥されなかった場合もあって， 多数の胞子の中には発芽力を
保持しているものがあったと考える. また病原性のあるただ寸聞の胞子があっても環境条件によっては
麦稽に感染できるはずである. もちろん胞子の新旧あるいは接種量によっても発病程度に差があるこ
とはいうまでもな~'.
つぎに赤カピ病菌が麦植に感染侵入後の晴天日数と発病との関係について調べた. 鉢植の麦穂
に胞子を接種し，接種室内で散水しながら2日間保って感染させた後， 5鉢づっに分けてガラス室
内〈晴天時〉仁 1ー 7日間置き，その後再び接種室内に2日聞入れて上記処理で発病を助長さ
せてからヨジズの下におQた.その結果は第2表に示した.
第 2表 接種感染後の晴天日数と発病との関係
晴天日数 。 1 3 4 5 7 
調査小穂数 685 863 665 741 580 695 
極病小穂数 152 162 159 120 80 81 
曜病歩合C%) 22.2 18.8 23.9 16.2 13.8 11.7 
備考赤カピ病菌の接種後直ちに240Cの湿室仁2日間入れ，その街胞の乾燥期間をおいて再度湿室内
に2日間保った.
この成績では本菌が麦捕に感染侵入したとき， 71<.湿を得るまでの晴天期間の短いほど発病が高か
った.これはすでに麦穂に侵入した菌糸の発育が晴天時の乾燥によって抑制されたためで，降雨が連
続するほど本病の発生が増加まん延することを意味し，自然発病扶況と同じ結果であった(西門，
井上 1954).
分生胞子の穂上での経過時間とその発芽カ
上記の結果では分生胞子が麦穂に附着後1週間程度の晴天でも，その後の環境条件によっては
発病M尋るが，さらにこれを詳しく確かめるため， 晴天扶態仁おいた穂上の分生胞子の発芽カを調
べた.
用いた分生胞子l土砂倍加用馬鈴薯煎汁寒天に培養し形成したごく新しし1もので， これを鉢植し
た小麦農林4号の開花後の穂に接種し，ガラス室〈晴天時〉においた. 一方支穏を切取って瓶に
さし，分生胞子を接種して室内の実験台の上仁おいた. その穂上の分生胞子を24時間おきにと
り，遠心分離青春で沈澱させてから純水で懸滴〈検鏡120傍， 1視野50個前後〉を作った. 胞
子の発芽にはスライド眠、滴法を用いて240Cで6時間後に発芽歩合を調べた. なおガラス室仁おい
たものの胞子仁ついては透明寒天上での発芽について， また参考のため培養酉から採集した接種時
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の胞子の発芽数および槽から採集時の胞子の発芽数仁つじても調べた.実験の結果li第3表に示し
た.
用ひた分生胞子の発芽カは著しく旺盛なもので， モの努芽歩合は95.5%であった.胞子の発芽
歩合は穂上1日で43.5%，2日で5.5%， 3日で 4.1%となり.容天面発芽ではこれよりわずかlこ
高かったが， いずれも棟上での日数の経過に従って胞子の発芽歩合怯著しく低くなった.すなわち，
発芽カの旺盛な胞子でも， 支捕に附着して晴天献態におかれると，モの着生の位匿にもよるが， 日
数の経過ととも仁発芽カが著しく低下す:る.6日後には胞子の発芽は著しく悪くなったが，なお4.7
%と3.1%の発芽歩合を示した このことは分生胞子が捕に附着して6日間晴天般態にあっても
なお発芽カをもっ胞子があることを示した
第 3表 分生胞子の虫上での附構図敏と発芽カ.(歩合〉どの関係
胞子附滞日数 。暢 1 2 3 4 5 6 
1.1 17.0 27.0 6.1 7.1 15.6 2.7 
内発芽1&理6時間 95.5 66.2 72.8 65.3 29.4 57.5 33.5 
2.7 1.8 1.7 1.1 1.7 1.4 
室発芽慮王監6時間 20.4 4.1 2.0 1.6 1.6 4.7 
外グ 24グ 43.5 5.5 4.1 2.9 2.7 3.1 
寒天上24時間 56.7 10.0 5.8 7.8 7.3 4.9 
備考数字l土調査胞子数3∞0または2側個前後の発芽歩合を示す.
援培養から懸濁液としたときの発芽歩合.
h 麦纏から採集時の胞子発芽歩合.
実験1i5月中旬で，室内の湿度は78-93%であった.
室内lこおいた穂上の分生胞子は晴天時のガラス室におひたものより発芽歩合がかなb高<， 発芽
処理6時間で発芽歩合はF患と経過1臼で66.2%， 2日で72.8%， 3日で65.3%， 6日後
でも 33.5%であった. また麦穂から採集時の発芽歩合が1日後に17.0%，2日で27.0%を示
したことは， 室内では無風扶鶴でしかも日蕗であるため， 摘の胞子附着附近の湿度が高まり， 胞
子がその影響で穂上ですでに発芽したものと考える. またお芽していなかった胞子でも湿度が高かっ
たので発芽カが減らなかったようである. このように湿度が高い場合のZ患とでの胞子は発芽し， その
発芽歩合は1日後に17.0%，2日後に27.0%， 3日後仁6.1%， 4日後に7.1%， 5日後
に15.6%， 6日後に2.7μで2日;おき仁波般を示した 以上の結果胞子が麦穂に附着して1週
間程度の晴天lこあっても， その後水湿を得れば発芽するものがあること，および曇天扶態ではその発
芽カがよく保持されるという事実から，赤カピ病の感染時期lこおける降雨前の薬剤撒布の効果があ
ることも説明できる.
培養上分生胞子の形成に要する時間
胞子によって感染した病捕の侵害菌糸上lこはさらlこ分生胞子を形成し， 二弐伝染1)固となる.
それで分生胞子が発芽し， その菌糸上に分生胞子を形成するに要する時聞につl.'て無栄養寒天上
で調べた.
寒天を流動水で2週間洗糠し， 1.5%の無栄養素寒天を作った.用いた分生胞子はG・38号
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菌株の新しい培養かち得たものを遠心分離器で一度沈澱させ，その胞子浮世事液をあらかじめジャー
レじ流込んで固めた寒天商にぬり.250 Cで発芽生育させた. 胞子密度は検鏡120倍1硯野中に
3-:--6個を数える程度であった.そのお育酋糸仁静成する胞子数を検鏡，上記倍率で30硯野中
に3いて数えた.その結果は第4表仁示した.
司・第 4表 分生胞子の形成-l;培養 時間との関係
培養時J 問 ~ H a _m ~ ~ .U ~ ~ ~ 
胞子形成数 。1 5 12 17 28 65 95 545 緋
備考胞子形成数;土実験2回診平均で，検筑120倍30視野中のものである. く250C)
-!lH土胞子の形成が著しく多かったのを示す.
分生胞子の発芽した菌糸上での二次胞子の形成は無栄養寒天面250Cで19時間後に観察さ
れた. 用いた菌株1分生胞子の形成良好なるものであったが.19時間以後の胞子形成の増加は徐
kであった.とれは栄養の関係もあるが，調べた40時間後では胞子形成が多かった.
実際置場で発病する捕の上では栄養その他種荷の要素があるので署長天置とのと一致するかは判明
しないが，環境条件によっては 19時間という短時間内でも二次胞子が形成される.
分生胞子の発芽力と矯養日数
赤力ピ病菌の分生胞子は場整が古《なると書道芽力が著しく悪くなる(西門，井上 1952). それ
で熔養日数による分生胞子の発芽歩合の低下について詳細に調べた.
分生胞子の発芽検定には赤カピ病菌G・38号菌株を用い，これを270Cで 2%庶槍}JIJ用馬
鈴薯煎汁草案天に略養して形成した令生胞子を植付4日後から毎日採集し，つぎの方法によった.
培養面にできと分生胞子を上記の如き処理によって懸濁液を作り， スライド懸滴法によって250C
で6時開発芽させた. 胞子の発芽測定は培養20日後まで行ったが，その後は発芽歩合が著しく
低下したので中止した.その結果は第5表に示した.
第 5表 分生胞子の発芽と培養日数との関係
培養.日数 4 567 8 9 10 11 12 
調査胞子数 2141
発芽胞子数 2062
~芽歩合 96.3
2163 2295 2124 
2027 2043 1545 
93.7 89.0 72.7 
1913 2097 2243 2374 2157 
1339 1105 1038 1035 987 
70.0 52.7 46.3 43.6 45.8 
主音養日数 13 14 15 16 17 18 19 20 
発芽歩合 32.4 15.5 26.8 2.4 
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107 
5.0 
調査胞子数 2101 2197 2162 2225 
発芽胞子数 681 341 579 53 
備考 2%庶椅加用馬鈴薯煎汁寒天の斜面培養に形成した胞子を発芽iこ用いた.
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この結果では赤カピ病菌分生胞子の発芽歩合は培養4日で96.3%を示し，培養5日では93.7
%， 6日では89.0%， 7日では72.7%と培養日数の経過仁従って低くなり，培養13日では
32.4%でその後著しく低くなった. その胞子の発芽歩合と培養日数との関係を曲棋で示すと第1
図の如き Y=-=Ae-lIltlの式で示される指数曲線となった.
第 1図 分生胞子の発芽歩合と培養日数との関係
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ιu:の結果から赤カピ病菌の分生胞子の発芽カは培養の新しし、もの(培養6日以内〉でほ著し
く旺盛であり，その後の培養日数の経過仁従って低くなるようである.一般に赤カピ病菌の分生胞
子の発芽は蒸溜水中では悪く(西門，井上 1952)，また培養条件によっても変化する(Bennet
1931， 酉門 1934，1948， 1949)のであるが，上記の実験で精養の新しし1分生胞子の発芽力は
高いことが分った.
摘 要
1 )分生胞子の努芽カはその培養の経過日数に従って衰える.その発芽カが高いのは矯養1週
間以内のものであった.
2)分生胞子が無栄養素寒天商で発芽するとき，その発芽菌糸上にさらに分生胞子を形成する
のは250Cで19時間後であった.
3)吏穂上に分生胞子を接種して晴天般態においたとき，その後水湿を与えると発病し，その晴
天期間8日以内では発病差が認められなかった.
4)麦穂上に附着した分生胞子が野外で晴天乾悌にあった場合，当初95.5%の発芽カ旺盛
なものでも， 1日後で43.5%，2日後で5.5%， 3日後で4.1%， 6日で3.1%と低下した.
5)無風扶態の室内仁おいた麦穂上の胞子の発芽カは野外晴天時のもの程低下せず， 1日後
で66.2%， 2日後で72.8%， 6日後でも 33.5%発芽した.
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